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（①理解力の乏しい小児においてのオリエンテーショ
ンは、購訴え遊琶の＝環とレて學陸壼そ
鎭昼蝦重鱗介である・②rリエンテーシ・ンは、患側だけを対象とするの
ではなく、母子を一単位として考え、実施する必要
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③」、児は個人差が大きく、塑里解度・怯格　1
・環境を考慮した指導が必要である。
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V　おわりに
　さらに、今回の研究を通して病棟内だけにとどまら
ず、麻酔科医師および手術室看護婦の協力で、より効
果的なオリエンテーションの援助方法を考えていきた
い。
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2～2術前オリエンテーションの検討
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1　はじめに
　手術前の患者は個人差、手術の大小にかかわらず、
手術や麻酔に対する恐怖、不安をはじめ、経済的諸問
題、社会復帰の問題等、数多くの精神的苦悩を抱いて
いる。1）r看謝る者はそれらを把握」轍できる詞
う援助しなければならない。』
1寵原、石井らは以上の様に述べている。我々外科ナー
スにとっては、日常茶飯事とも言える手術は、患者に
とって一生に一度とも言える重大な問題であり、それ
に伴う精神、身体、社会的不安は図りしれないもので
あろう。この様な患者の不安を理解し、少しでも不安
を取り除き、最上の状態で手術に臨めるよう援助する
一一ﾂの方法として、術前オリエーテーションが行なわ
れている。
　我々南5病棟においても、月平均18．8件の手術例
を経験し、この目的のもとに昭和56年作成の術前オリ
エンテーション用紙に従い実施してきた。しかし、手
術の多様化、患者層の広域化に伴い、従来の術前オリ
エンテーションでは、不足な点がみられるようになっ
てきた。そこで今回、よりよい術前オリエンテーショ
ンの見なおしを図ってみた。
皿　研究の実際
A　目的
　手術前の患者の意識を知る。
B　対象
　全身麻酔による手術後の患者50名
　60代27％　50代23％　30代17％　その他33％
C　調査期間
　昭和58年9月1日から10月31日までの2ケ月間
一　18　一
D　調査方法
　アンケート用紙を配布し2～3日後に面接方式に
より回収。　回収率100％
E　調査内容
術前オリエンテーションについてのアンケート
アンケート内容及び結果
1　手術についての説明時期は適当であったか。
　（南5病棟では2日前に施行）
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3　手術前、練習しておけ嫉良かったと思うもの
　　（複式回答）
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4　術前オリエンテーション用紙にないもので手術
前、必要と思ったもの。
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5　手術前、不安に思った事、説明してほしかった
事。　（複式回答）
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以上のような結果を得た。
自室でよかった
84　90
皿1考察
　　今回のアンケート結果から、以下の3項目につい
　て考察を加えることとする。
　A　手術前の練習（深呼吸、排泄などの術前トレー
　　ニング）
　B　オリエンテーション施行の時期
　C　オリエンテーションを行なう場所
　A　手術前の練習について
　現在行なわれている術前オリエンテーションでは、
深呼吸、ネブライザー、排泄などの具体的なトレーニ
ングは行なっていない。しかし、手術後を考え、毬テ
前　　　力㍉、・　　　照　　　ヲ　　こ葺　　　　　　、＿、主＿：之＝ラ∠f＿ゴ£二＝潟
と上げた人が過半数を越えた。これは、手術
前説明を受けた時点で、容易にできるものと考えたが
実際手術後、創痛を伴なう状態で疲の喀出がスムーズ
に行なえず、大変苦しい思いをしたり、尿器、便器の
使用による排泄がうまく出　なかっここめ、出てきた
結果であると考える。
　以上の事から、術前オリエンテーション施行時、プ
ログラムの一一一i環として、ネブライザー、排疾、尿器、
便器の使用方法を体験又は図式化させる事が望ましい
と考える。
　B　オリエンテーション施行時期について
　南5病棟では、手術の日を確認の上で、2日前に
術前オリエンテーションを行なっているが、患者が望
む時期とは、ずれているのではないかと考えたが、ア
ンケートでは2日から3日前がよいと答えた人が、76
％を占めていた。この結果は意外であったが確定して
いない時期に、術前オリエンテーションを受けても実
際のものとして受け止められない。日時を告げられる
ことにより、手術がより身近なものとして感じられ、
闘区側望～心構墨も出来るQではないかと考える。
　術前オリエンテーションは、患者自身の自覚、認識
が高まった時点で行なわれるのが　最も効果的である
と思われるので、現行のままで良いと考える。
　C　オリエンテーションを行なう場所について
　術前オリエンテーションは、現在個室、大部屋を問
わず、患者の自室で行なっている。患者のプライバシ
ーを重んじるという事から、場所に対しての希望が出
るのではないかと考えたが、アンケートでは、自室で
かまわないという答えが、84％であった。当病棟は外
科病棟であり、手術を目的とした患者が大半である。
そのため、特に個室での施行を望んではいないと考え
る。
　しかし、乳房切断術、人工肛門造設術などの術後、
　　　　　レリし　　ヘ　　　　　　　　　　ノへ　ドル　　へ
外観的、器質的変化を伴う手術を受ける患者に対して
は・ブ乏ゴご嘆iとコ門門と£箕；圭孟憲し、一門裡面
での援助を忘れてはならない。
1V　おわりに
　現代社会は、核家族化が進み、老人のみの家族も増
えてきている。　当院は、大学病院でもあり、遠方か
らの入院患者も少なくない。このような現状を考慮す
ると、・術前オリエンテーションの持つ意味は大きい。
　今回は患者の意識調査のみに終わったが、我々が憂
慮していた事柄が、結果となって表われた。
　以上のことを踏まえ、今後はトレーニングを含めた
術前オリエンテーションを行ない、よりよい看護に役
立てていきたい。
　今回の研究を行なうにあたり、御協力、御爺導いた
だいた方々に厚く御礼を申し上げます。
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患者さんへ
　今回南5　看護婦一同で、手術前オリエンテーショ
ン用紙の検討を行なうことになりました。
　みなさんの意見を参考にしたいと思いますので、ア
ンケートに御協力下さい。
手術後の患者さんへ　　　　　　　年令（　）才
1．手術についての説明の時期は適当でしたか。
①2日前でよかった②4日ぐらい前がよい③1
週間前④その他（　日前）
2．・手術の説明用紙の中で行なったもの、行なわなか
　つたものに、はい、いいえで答えて下さい。
　　排泄練習（はい）　（いいえ）
　　深呼吸　　（はい）　（いいえ）
　　ハミガキ練習（はい）（いいえ）
　・いいえと答えた人は下の問いに答えて下さい。
　　・排泄練習について
　　　①必要ないと思った　　②恥ずかしかった
　　　③練習する期間がなかった
　　　④できる自信があった
　　　⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　）
　　・深呼吸の練習
　　　①必要ないと思った　　②恥ずかしかった
　　　③練習する期間がなかった
　　　④できる自信があった
　　　⑤その他（　　　　　　　　　　　　　）
　　・ハミガキ練習（寝たままでの）
　　　①必要ないと思った　　②恥ずかしかった
　　　③練習する期間がなかった
　　　④できる自信があった
　　　⑤その他
　　・手術前練習しておけば良かったと思うもの
　　　①排泄練習②深呼吸③ハミガキ練習
3．手術の説明用紙になかった事で手術前必要だと思う
　項目に○印をつけて下さい。
　①ネブライザーの練習
　②寝たままでのうがいの練習
　③疲の出し方
　④その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
4．手術に関して不安に思う項目に○印をつけて下さ
　い。
①麻酔について
②手術後の付き添いについて
③手術後の食事について
④痛みの程度、痛い時の処置について
⑤輸血について
⑥経済的（金銭的）問題について
⑦入院期間について
⑧手術後の部屋（個室など）について
⑨手術後の身体的変化について
⑩必要物品について
⑭手術後の排泄方法について
⑫その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
5．手術のための準備品の中で病棟（病院）で用意し
てほしいものはありますか。
①　はい
　腹帯または愚才、丁字帯、紙オムツ、吸いのみ
　その他（　　　　　　　・　　　　　　　　）
②　いいえ
6．手術の説明を受ける場所について。
①自分の部屋でよい
②他の部屋で（1人で）説明を聞きたかった
③他の患者さんといっしょに聞きたかった
④その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
家族構成（
御協力ありがとうございました。
）
南5階看護婦一■司
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